
日常生活自立支援事業

支援の実践報告

社会福祉法人 千歳いずみ学園
支援課長 堀 賢一
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平成３０年度 地域における公益的な取組みを考える学習会



千歳いずみ学園

・道社協からモデル事業の相談
があり、法人として社会貢献の
重要性を認識したこと。

・「ちょっとした支援をすることで、
地域生活が成り立つのであれ
ば、社会福祉法人・福祉施設と
して協力してみよう」という考え
方で社会貢献事業に参加。

１ 実施した経緯（きっかけ）
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２ 道社協モデル事業の実施経過

千歳市の社会福祉法人
（社会福祉施設）

種別 担当ケース種別・ケース数等 移行年月

千歳いずみ学園 障がい ・認知症高齢者 １件
・月１回１時間の支援
・生活保護世帯
・契約年数５年

Ｈ28年10月
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Ａさん 男性 （妻～市外の療護施設へ入所中）
年齢70代

・16歳から65歳まで就労。
・コミュニケ－ションでは意思伝達は可能。
複雑な内容の意思決定は困難。
・訪問販売による被害に遭う
・アルコ－ル依存症の疑い。
・低栄養不良。
・狭心症。
・足元がやや不安定。

３ 対象利用者
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【実施前】
・専門員と生活支援員の2名を配
置できるのか。
・シフト勤務者が多く、担当者を固
定することができるのか。

【実施後】
・現場職員は施設利用者の対応業
務が多く、短時間でも現場を離れ
ることが難しい。
・結果的に、現場職以外の者、現場
責任者１名が兼務して担当。

４ 法人内の実施体制

対応職員
支援課長 堀 賢一
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約15㎞

ほっとす
いずみ学園

自宅

大きな流れ①
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大きな流れ②

＊預金払い戻し⇒印鑑は本人が持っていた
い！！

ほっとす「通院費、理髪、買い物」などの費用を事
前に預ける。（毎月）

町内会費、共益費（年1回）

市営住宅減免申請（9月）
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５ 通常業務への影響

【実施後】
・月１回１時間程度の支援。
・支援の準備・事務処理等を含めても、普段の業務に影
響はなかった。

・時々、予定の支援時間を超えることがあるが、その頻度
は少なく業務に支障をきたすほどのことはない。
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６ 千歳市社協との係わり（連携）

•支援の内容、方向性に迷う場合には社協の担当
者に都度、意見やアドバイスをもらっている。

•同事業を実施する市社協と法人・施設の連携・情

報共有の場への出席

•市社協主催の生活支援員研修会への出席
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・社会貢献事業の取組みを実感

実際に利用者の支援に当たることで、現在の生活が成
り立っていることを目の当たりして、社会貢献をしている
ことを実感できる。

・職員のスキルアップ

支援を通して、当該職員のスキルが高まっていると感じ
る。

７ 実施して良かった点
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・専門員業務と生活支援員業務の分担の必要性

・業務のけん制を図るため、専門員業務と生活支援
業務の分担することの必要性を感じている。
今後検討して改善したい。

８ 課題になった点
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９ 総括（法人が社会貢献することについて）

社会的問題として、実際に「孤独死・虐待」
などが報道されています。

その中で、市や社会福祉法人、関係団体、
地域の方々と連携し合う事で、「その方の社
会生活を、より長く続くように」と思っていま
す。
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障がい者支援施設いずみ

発表者 堀 賢一

ご清聴ありがとうございます。
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